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1 ．緒言
近年，新たな特徴をもつ抑うつの存在が認識されて

おり，いわゆる新型うつ病として知られている．しか

し，うつ病に関する精神医学の専門学会である日本う

つ病学会は，新型うつ病という専門用語は存在せず啓

発書やマスメディアで使われる新型うつ病は，教科書

的なうつ病のプロトタイプに合致しないうつ病・抑う

つ状態を広く指して用いられているとの見解を表明し

ている1，2）．一方，マスメディアによる新型うつ病の

報道として「NHKスペシャル　職場を襲う“新型うつ”」

では，企業におけるうつ病を中心としたメンタルヘル

スの緊急の課題として新型うつ病をとりあげ，新型う

つ病は若者に多くみられて従来型のうつ病と同様に不

眠や気分の落ち込みなどの症状を呈するものの，常に

うつ症状に陥っているわけではないとしている．また

職場を離れ気分が回復し，趣味や旅行などの好きなこ

とには活動的になり，うつになった原因は自分ではな

く，職場など他人にあると考える自己中心的な性格が

よくみられるという3，4）.

日本うつ病学会によれば，世間で新型うつ病とされ

るのは一般に次のような特徴をもつ1）．

① �若年者に多く全体に軽症で，訴える症状は軽症の

うつ病と判断が難しい．

② �仕事では抑うつ的になる，あるいは仕事を回避す

る傾向がある．ところが余暇は楽しく過ごせる．

③ �仕事や学業上の困難をきっかけに発症する．

④ �患者さんの病前性格として，“成熟度が低く，規範

や秩序あるいは他者への配慮に乏しい”などが指

摘される．

このように新型うつ病は若年者に多い特徴をもつ

が，若年者のうつ病・抑うつ状態は，これまでも精神

医学的な理解が難しいとされてきた．古くは，ステュー

デントアパシー5），退却神経症6），逃避型抑うつ7），な

どの概念が提唱され，さまざまな角度から精神病理学

的に研究されてきた．その結果，これらのうつ病・抑

うつ状態は，中高年に多くみられる執着気質（几帳面

で凝り性，責任感が強い）やメランコリー親和型性格

（几帳面，対配慮が本質的特徴．つねに秩序のなかに

あり秩序との一体感をもつ）を基盤とした一般に重症

となりやすいうつ病と異なる特徴をもつことが明らか

になっている．近年では，さらに未熟型うつ病8），現

代型うつ病9），ディスチミア親和型10）などが提唱され

ている．これらはいずれも上記 ① から ④ の特徴を

多かれ少なかれもっているが，それぞれに切り口が異
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に乏しい，などとされている．本研究では，新型うつ病に関する新聞記事をテキストマイニングの手法によっ
て調べたところ，職場における新型うつ病の増加という新型うつ病の動向を解説する記事が多かった．また
記事は2009年に初めてみられ，2012年のピーク後は急減して2022年にはみられなくなった．記事中の新型う
つ病の概要は，日本うつ病学会による解説とほぼ合致するもので，正確で信頼性の高いものと考えられた．
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なり異なる病理を描き出している．また，いずれもメ

ランコリー親和型性格を基盤としたうつ病に比べて抗

うつ薬の効果が弱く，軽症ながら難治な病態としても

注目されてきた1）．

このような新型うつ病，ないしはこれに類似する精

神疾患に関する医療情報は，精神科などの医療施設の

受診時には医師から直接受け取るものの，新型うつ病

に関する医療情報は啓発書やマスメディアが主導して

社会に流布してきた経緯1）を鑑みると，受診前に患者

自身が既に情報収集を行っていることが多いと考えら

れる．診療の際には，医師が患者に新型うつ病，ない

しはこれに類似する精神疾患がどのような病気である

かを診療の初期段階で説明するが，患者自身があらか

じめ抱いている病気の印象を把握しておくことは，患

者との円滑な意思疎通を開始するうえで極めて重要と

なる．そこで我々は，新型うつ病がメディアでどのよ

うに報道されているかの検証が必要と考えた．

本研究ではメディアとして新聞を取り上げ，新型う

つ病に関する記事を検索し，その報道内容を調査した．

なお新聞記事は膨大な資料となるため，計量的テキス

ト分析であるテキストマイニングの手法を用いた．

2 ．資料および方法
2.1　資料
研究対象を全国 3大紙である読売新聞（読売），朝

日新聞（朝日），毎日新聞（毎日）の 3紙とし，各々

の新聞記事データベースであるヨミダス歴史館，朝日

新聞クロスサーチ，毎索を用いて新聞記事の検索を

行った．検索期間は各々の新聞記事データベースの検

索可能開始年から2022年12月31日とした．検索可能開

始年は，ヨミダス歴史館は1874年，朝日新聞クロスサー

チは1985年，毎索は1872年であった．キーワードを「新

型うつ」として検索し，検索結果として得られた記事

のテキストデータを資料とした．

2.2　方法
2.2.1　記事数および語の抽出

検索により得られた記事数の年毎の変化を調べ，次

にテキストデータの分析を行った．分析は以前の我々

の研究方法11）と同様にソフトウェアKH Coder 12，13）

を用いてテキストマイニングを行った．テキストマイ

ニングに際しては，資料とした各記事の見出しと本文

のテキストデータをもとに，すべての語から重複，お

よび助詞や助動詞のような一般的な語を除外して分析

対象とする語を抽出した後，これらの語について出現

回数を調べた．

2.2.2　テキストの分析

共起ネットワーク分析，クラスター分析，および対

応分析を行った．共起ネットワーク分析は，一定の分

析単位の中で ２つの語が同時に出現（共起）する比率

が高い場合に「関連性が高い」と判断し，この共起度

の強弱にもとづいて語のネットワークとして作成され

る．語と語の関連性（共起性）の程度を示す指標とし
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態としても注目されてきた 1）． 

このような新型うつ病，ないしはこれに類似する精

神疾患に関する医療情報は，精神科などの医療施設の

受診時には医師から直接受け取るものの，新型うつ病

に関する医療情報は啓発書やマスメディアが主導して

社会に流布してきた 1）経緯を鑑みると，受診前に患者
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じめ抱いている病気の印象を把握しておくことは，患
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本研究ではメディアとして新聞を取り上げ，新型う
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応分析を行った．共起ネットワーク分析は，一定の分
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ての距離係数はJaccard係数を用い，程度が強い語を

線で結んだネットワーク図を作成した．クラスター分

析は，語を互いの類似度に従って段階的にグルーピン

グして，いくつかのグループに分割する手法で，出現

パターンが類似している語の群を特定する．クラスター

の結合方法はWard法，距離係数はJaccard係数を用

い，分析結果として結果がまとめられていく様子を示

す樹形図（デンドログラム）を作成した．対応分析は，

出現パターンの似通った語を探索し，各々の語の出現

パターンから成分を読み取る手法である．出現パター

ンの似通った語を可視化した結果として，関連の強い

語群は近くに，弱い語群は遠くに布置（プロット）さ

れる．また原点近傍に布置される語は平均的に出現し

ている語で，原点から外れている語は出現が特徴的な

語となる．この分析結果として語の出現パターンを可

視化した図を作成した．

3 ．結果
3.1　記事数および抽出された語
3.1.1　記事数

各紙の検索記事数は，読売が15件，朝日が30件，毎

日が18件の合計63件であった．このうち著作権などの

関係で記事本文を参照できない記事を除くと，読売が

13件，朝日が30件，毎日が17件となった．これらの合

計60件を研究対象の記事とした．

最初の記事がみられた年は 3紙ともに2009年で，最

後は毎日が2018年，読売が2019年，朝日が2021年であっ

た．記事数の年変化は， 3紙合計では2012年の15件を

ピークとした単峰性を示し，2016年以降は急減した．

各紙別にみると，朝日と毎日は共に2012年が最多で，

読売は年間最多でも 2件と少なかったが， 3紙合計で

のピークとなった2012年を挟む2011年から2013年は毎

年 2件みられた（図 1）．

3.1.2　抽出された語の出現回数

「うつ病」（144回）が最も多く，次いで「人」（134回），

「治療」（87回）が多かった．さらに「新型うつ」（78回），

「自分」（55回），「仕事」（54回），「増える」（53回）が

続いた（図 2）．

3.2　テキストの分析
3.2.1　共起ネットワーク分析

語のまとまりから 6つのグループに分類された． 6

つのグループは各々，「原因」「仕事」「治療」「動向」「ネッ

ト依存」「診断」の特徴を有していた（図 3）．
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3.2.2　クラスター分析

語は類似性の高い組み合わせからクラスターが形成

され，6つのクラスターに分類された．これらのグルー

プは各々，「治療」「名称」「動向」「社会背景」「原因」

「仕事」の特徴を有していた（図 4）．

3.2.3　対応分析

成分別の語の布置位置をみると，左右方向において

は，左に行くほど「研究」「治療」「医師」などの治療

する側の語群，右に行くほど「自分」「上司」「思う」「言

う」などの治療される側の患者の個人的側面に関連が

深い語群が布置されていることから，成分 1軸は医療

の立場を弁別する次元と考えられた．また上下方向に

おいては，下に行くほど「研究」「企業」などの研究

開発に関する語群，上に行くほど「医師」「患者」な

どの治療に関連の深い語群が布置されていることか

ら，成分 2軸は医療の研究と臨床を弁別する次元と考

えられた．

原点近傍に布置された語群は新型うつ病の概要に関

する語が多く，これらは出現が平均的な語群であった．

また原点から遠くに布置された「研究」「医師」「企業」

は医療の研究開発に関連が深い語群で，これらは出現

が特徴的な語群であった（図 5）．

4 ．考察
4.1　新聞記事の主要な題材
新型うつ病に関する新聞報道は，共起ネットワーク

分析とクラスター分析から，新型うつ病の原因，仕事

との関連，治療，動向，社会背景などを題材としてい

ることが明らかとなった．さらに対応分析からは，新

型うつ病の病状の紹介や，その社会背景は平均的に取

り扱われる一方で，研究や医師，治療のような新型う

つ病の治療に関連する題材は，治療の紹介の記事中で

主体的に扱われていたことが明らかとなった．記事中

の語の出現回数をみると，「うつ病」「人」「治療」「患

者」「新型うつ」が多かった．次いで「自分」「仕事」「増
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「仕事」の特徴を有していた（図 4）． 

3.2.3 対応分析 

成分別の語の布置位置をみると，左右方向において

は，左に行くほど「研究」「治療」「医師」などの治療

する側の語群，右に行くほど「自分」「上司」「思う」

「言う」のように患者の個人的側面に関連が深い語群

が布置されていることから，成分 1 軸は医療の立場を

弁別する次元と考えられた．また上下方向においては，

下に行くほど「研究」「企業」などの研究開発に関する

語群，上に行くほど「医師」「患者」などの治療に関連

の深い語群が布置されていることから，成分 2 軸は医

療の研究と臨床を弁別する次元と考えられた． 

原点近傍に布置された語群は新型うつ病の概要に関

する語が多く，これらは出現が平均的な語群であった．

また原点から遠くに布置された「研究」「医師」「企業」

は医療の研究開発に関連が深い語群で，これらは出現

が特徴的な語群であった（図 5）． 

 

4.  考考察察 
4.1  新新聞聞記記事事のの主主要要なな題題材材 

新型うつ病に関する新聞報道は，共起ネットワーク

分析とクラスター分析から，新型うつ病の原因，仕事

との関連，治療，動向，社会背景などを題材としてい

ることが明らかとなった．さらに対応分析からは，新

型うつ病の病状の紹介や，その社会背景は平均的に取

り扱われる一方で，研究や医師，治療のような新型う

つ病の治療に関連する題材は，治療の紹介の記事中で

主体的に扱われていたことが明らかとなった．記事中

の語の出現回数をみると，「うつ病」「人」「治療」「患

者」「新型うつ」が多かった．次いで「自分」「仕事」

「増える」「社会」「多い」「職場」などが続いた．この

うち「人」「患者」「自分」は一般的な語で「うつ病」

図図33  共共起起ネネッットトワワーークク分分析析  

原原因因  

仕仕事事  

治治療療  

ネネッットト  

依依存存  

診診断断  

動動向向  

図 3　共起ネットワーク分析
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える」「社会」「多い」「職場」などが続いた．このう

ち「人」「患者」「自分」は一般的な語で「うつ病」「新

型うつ」は本研究の検索キーワード，ないしはそれに

類する語であることから，特徴語としては「仕事」「増

える」「社会」「多い」「職場」などが多いことが明ら

かとなった．さらにこれらの特徴語の複数が，共起ネッ

トワーク分析の動向の特徴を有するグループ，クラス

ター分析の動向の特徴を有するクラスターに含まれる
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「新型うつ」は本研究の検索キーワード，ないしはそ

れに類する語であることから，特徴語としては「仕事」

「増える」「社会」「多い」「職場」などが多いことが明

らかとなった．さらにこれらの特徴語の複数が，共起

ネットワーク分析の動向の特徴を有するグループ，ク

ラスター分析の動向の特徴を有するクラスターに含ま

図図４４  ククララススタターー分分析析 

治治療療  

名名称称  

動動向向  

社社会会  
背背景景  

原原因因  

仕仕事事  

図 ４　クラスター分析
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語で，対応分析でも原点近傍に近接して布置，すなわ

ち平均的に出現していた．記事中でのこれらの語は『職

場のなかで新型うつ病が増加している，多くなってい

る』との主旨の文脈で出現していた．したがって新型

うつ病に関する新聞報道を特徴付ける重要な要素とし

て，職場における新型うつ病の増加を上げることがで

きると考えられた．また多くの記事で解説されていた

新型うつ病の概要については，日本うつ病学会のホー

ムページにて記載された新型うつ病の特徴1）とほぼ合

致するもので，内容は正確で信頼性の高いものと考え

られた．

4.2　新型うつ病の増加傾向
本研究で取り上げた記事には，このように新型うつ

病の増加傾向が多く記載されていたが，各新聞社が

行った調査に基づいた調査報道はみられず，統計資料

を引用するなどのエビデンスも示されていなかった．

しかしマスメディアのなかで，新型うつ病に関するテ

レビ番組3，4）を放送したNHK取材班は放送に先立ち

上場企業2,277社へのアンケート調査を独自に実施し

ている14）．有効回答数は512社で，「 5年前と比べて新

型うつの社員の増減はありますか？」との問いに対し

て，「増えた」と回答した企業は255社（50％），「ほぼ

同じ」と回答したのは148社（29％），「減った」と回

答したのはわずか10社（ 2％）であった．さらに「メ

東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 10 号 2024  

れる語で，対応分析でも原点近傍に近接して布置，す

なわち平均的に出現していた．記事中でのこれらの語

は『職場のなかで新型うつ病が増加している，多くな

っている』との主旨の文脈で出現していた．したがっ

て新型うつ病に関する新聞報道を特徴付ける重要な要

素として，職場における新型うつ病の増加を上げるこ

とができると考えられた．また多くの記事で解説され

ていた新型うつ病の概要については，日本うつ病学会

のホームページにて記載された新型うつ病の特徴 1）と

ほぼ合致するもので，内容は正確で信頼性の高いもの

と考えられた． 

 

4.2  新新型型ううつつ病病のの増増加加傾傾向向 

本研究で取り上げた記事には，このように新型うつ

病の増加傾向が多く記載されていたが，各新聞社が行

った調査に基づいた調査報道はみられず，統計資料を

引用するなどのエビデンスも示されていなかった．し

かしマスメディアのなかで，新型うつ病に関するテレ

ビ番組 3，4）を放送した NHK 取材班は放送に先立ち上

場企業 2,277 社へのアンケート調査を独自に実施して

いる 14）．有効回答数は 512 社で，「5 年前と比べて新型

うつの社員の増減はありますか？」との問いに対して，

「増えた」と回答した企業は 255 社（50％），「ほぼ同

じ」と回答したのは 148 社（29％），「減った」と回答

図図 5  対対応応分分析析 図 5　対応分析
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ンタルヘルスの問題を抱える社員のうち，新型うつと

みられる社員はどのくらいの割合でいますか？」との

問いに対して，最も多かった回答が「 2割以上 4割未

満」が119社（23％）で，「 4割以上 6割未満」が61社

（12％），「 8割以上」が35社（ 7％）であった．また，

この 5年以内に新型うつの存在を認識した企業は 7割

近くに上っていた．さらに新型うつをテーマにした「ク

ローズアップ現代」の制作に際して行った，日本精神

神経科診療所協会に所属する東京都と神奈川県の153

の精神科クリニックを対象として98のクリニックから

回答を得たアンケート調査14）によれば，「10年前と比

べて新型うつとみられる患者は増加しているか？」と

の問いに対して「かなり増えている」と回答した医師

は48人（52％），「やや増えている」と回答した医師は

34人（37％）で，90％近い医師が新型うつの患者の増

加を認識していた．このようにNHKの調査報道によ

れば，新型うつ病の増加傾向は明らかといえる．

一方，新型うつ病は精神医学での専門用語とみなさ

れていないためか1，2），その学術的な実態調査は我々

が検索した限りでは見当たらず，厚生労働省の患者調

査にも新型うつ病に該当する調査項目は存在しな

い15）．ただしうつ病と職場におけるメンタルヘルス不

調者の増加傾向は，政府による大規模調査で明らかに

なっている．厚生労働省による患者調査15）によれば，

気分［感情］障害（躁うつ病を含む）の推計患者数総

計は2005年に百万人を超え，2020年には119.4万人に

達している．うつ病患者の医療機関の受診率は低いこ

とが知られていることから，実数はこれより多いと考

えられる．またメンタルヘルスの問題は産業領域にお

いて非常に深刻で，患者調査の気分［感情］障害（躁

うつ病を含む）の患者数を年齢階級別にみると30代か

ら40代を中心とした働き盛りの世代で多い．また厚生

労働省による労働者健康状況調査16）によれば，過去

１年間（2021年11月 １ 日から2022年10月31日までの期

間）にメンタルヘルス不調により連続 １か月以上休業

した労働者又は退職した労働者がいた事業所の割合は

13.3％［前年調査10.1％］，メンタルヘルス不調により

連続 １か月以上休業した労働者の割合は0.6％［同

0.5％］，退職した労働者の割合は0.2％［同0.2％］となっ

ている．また現在の仕事や職業生活に関することで，

強い不安，悩み，ストレスとなっていると感じる事柄

がある労働者の割合は82.2％［同53.3％］に達している．

このようにうつ病患者の増加15）とメンタルヘルスに

問題を抱えた社員の増加16）という社会背景と，新型

うつ病の増加14）を示すエビデンスがみられることか

ら， 『職場のなかで新型うつ病が増加している，多く

なっている』 との主旨は相当程度に信頼できる医療情

報といえる．しかし，紙幅の制限があるものの，健康

を左右する医療情報であることからNHKによる医療

報道14）のように新聞記事中に可及的にエビデンスを

挿入することが望ましいと考えられた．

　

4.3　うつ病の新聞記事との相違点
以前の我々の同様の研究11）によれば，うつ病に関

する記事数は調査期間が2016年から2020年の 5年間で

3093件であった．一方，新型うつ病に関する本研結果

では，調査期間が検索可能開始年から2022年までと長

いにもかかわらず60件で，うつ病の1.9％に過ぎなかっ

た．さらに調査期間をうつ病に揃えると，新型うつ病

は僅か 8件で，うつ病の0.26％に過ぎない．このよう

に新型うつ病の記事数はうつ病と比べてきわめて少な

いことが明らかになった．

また，うつ病での特徴的な語は，「自殺」が最も多く，

内容はうつ病の概要やうつ病患者の実態はもとより，

自殺や労災に関するものが多かった11）．一方，新型う

つ病に関する本研究結果では，「自殺」は出現数の多い

特徴的な語とはならず，共起ネットワーク分析とクラ

スター分析においても「自殺」を含むグループやクラ

スターは形成されなかった．このように「自殺」に関

する題材の多寡が，うつ病と新型うつ病との記事にお

ける明確な相違点と考えられた．これは自殺の原因に

重度のうつ病が深く関連することが多いのに対し，新

型うつ病は全体に軽度で症状は軽度のうつ病と類似す

る1）とされるように，自殺に至るような重症のうつ病

とは本質的に異なる病態であるためと考えられた．

　

4.4　記事数の増加傾向
新型うつ病の記事数の変化をみると，2009年に最初

の 6件がみられ，2012年にピークの15件を迎えるが，

これ以降は急減し2020年は 0件で，2021年の 1件が最
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後であった．このような記事数の変化と「新型うつ，

現代型うつという言葉が2000年代に入り広まった」（朝

日：2017.10.25，朝刊）との記事，マスメディアとし

て影響力の強いNHKにおける新型うつをテーマにし

た「クローズアップ現代」の放送が2011年11月22日，

「NHKスペシャル　職場を襲う”新型うつ”」の放送

が2012年 4 月29日3）であることを勘案すると，新型う

つ病の新聞報道は2000年代から広がり始めた新型うつ

病を2009年に初めて取り上げ，他のマスメディアによ

る報道と同様に2012年頃をピークとした一過性の現象

だったと考えられた．

翻って，この一過性の現象を精神医学の観点からみ

ると，生田17）は新型うつ病は流行語であって，精神

医学的な臨床概念としては確立しておらず，そこには

いろいろなうつ状態が雑居している．しかし現代日本

の時代精神を反映しているもので，その意味で新型う

つ病はきわめて流動的であり，数十年の時間スパンに

耐えうるかどうかは疑問であると述べている．この精

神医学の観点からみた新型うつ病の流動性は，本研究

の新聞報道の観点から明らかとなった2012年頃をピー

クとした一過性の現象との結果と相通じるもので，精

神医学の観点からみた新型うつ病もまた，まさに流行

語として精神医学的な臨床概念を確立しないまま，他

の概念にとって代わる可能性がある．

なお，日本うつ病学会による新型うつ病に関する見

解は明確である．同学会のホームページ1）にて， “「新

型うつ病」という専門用語はありません．むろん精神

医学的に厳密な定義はなく，そもそもその概念すら学

術誌や学会などで検討されたものではありません．” 

と表明している．同様に日本うつ病学会治療ガイドラ

イン2）では， “専門家の間では，若年者の軽症抑うつ

状態の研究が盛んに行われている．この一側面を切り

取った「現代型（新型）うつ」は，マスコミ用語であ

り，精神医学的に深く考慮されたものではなく，治療

のエビデンスもないので，取り上げていない．” との

記載がある．このように新型うつ病は，専門の学会に

よって認められた正式な病名ではなく，学問的な信頼

性と妥当性を有していない． 

4.5　新聞報道における医療情報の信頼性
本研究では，研究対象として新聞記事を取り上げた．

勝谷ら18）は大学生を対象に新型うつ病の情報源を調

べた結果，テレビが最も多く，次いでインターネット

が多かったと報告している．テレビは信頼できるメ

ディアとして一般に認識されているが19），健康情報娯

楽番組に情報の誤りや誤解などが多々紛れ込んでいる

ことが指摘されており20），同様にインターネット上の

医療情報は信頼性が十分でない情報が含まれているこ

とも多い21）．一方，本研究で対象とした新聞は情報の

正確さと信頼性は全メディアの中で最も高い評価を受

けている22）．事実，本研究結果から明らかになった記

事中の新型うつ病の概要は，日本うつ病学会による解

説1）とほぼ合致するもので，正確で信頼性の高いもの

と考えられた．しかしテレビやインターネットはもと

より，新聞などのメディアから取り入れた新型うつ病

をはじめとした医療情報は十分吟味して活用する必要

があると考えられる．

5 ．結論
新型うつ病に関する新聞記事をテキストマイニング

の手法によって調べたところ，特徴的な語としては「仕

事」「増える」「社会」「多い」「職場」などが多く，職

場における新型うつ病の増加という，新型うつ病の動

向を解説する記事が多かった．また記事は2009年に初

めてみられ，2012年のピーク後は急減して2022年には

みられなくなった．記事中の新型うつ病の概要は，日

本うつ病学会による解説とほぼ合致するもので，正確

で信頼性の高いものと考えられた．
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